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トキソプラズマ症の血清学的検査法として，色素試験

(SabinandFeldman,1948；小林ら，１９６８；Kobayashi

eZα/，1968）は信頼度が高いが，アクセサリー・ファク

ターが必要なこと，生きたトキソプラズマ虫体を使うこ

と，さらに可成りの熟練を要することなどいくつかの

難点がある．これにかわる血球凝集反応試験法で，長期

安定化するため固定羊血球を使った試薬（Park，１９６１；

Jennis，１９６６；花木ら，１９６４；HiraokaandOhshima，

1972；ThorburnandWilliams,1972）においても煩わ

しい吸収操作を免れることは出来ない．吸収操作が不要

な凝集反応として，ラテックス凝集反応がある．この反

応はリューマチ因子測定の目的で使われて以来（Singer

andPlotz,1956)，汎発性紅斑性狼瘡(ChristianeraZ，

1958)，レプトスピラ症（Muraschi，1958)，旋毛虫症

(InnelaandRedner,1959)，ヒストプラズマ症（Carli‐

sleandSaslaw,1959)，肝炎（FritZandRivers,1972）

などの診断に応用する試みが報告されている．トキソプ

ラズマ感染の診断にも，Ｂｏｚｄ５ｃｈａｎｄＪｉｒａ（1961）は試

験管法で，またLundeandJacobs（1967)，Kwantes

CZaZ．（1972）およびBeverleyeZaZ．（1973）はスライ

ド凝集法でラテックス凝集反応を検討したが，いずれも

補体結合反応試験，血球凝集反応試験あるいは色素試験

にくらべて感度や精度が劣るとされ，広く実用化される

に到らなかった．

著者らは，同一抗原抗体反応系においては一般にマイ

クロタイター法の方がスライド凝集法よりも感度が高い

ことに着目し，種々検討の結果，色素試験あるいは血球

凝集反応試験にかわる方法として充分満足出来るトキソ

プラズマラテックス凝集反応マイクロタイタ－用試薬を

作ることが出来た．

本報では，この試薬の調製に関する諸条件の検討結果

と調製した試薬の安定性について述べる．

材料および方法

１．ラテックス粒子

マイクロタイター法による沈降時間および沈降像を予

め検討したところ径0.8～1.0/ｚｍの粒子が良好な結果を

示したので，径0.9’ｍのラテックス粒子（武田薬品工

業）を用いた．

２．抗原の製法

JacobsandLunde（1957）の方法に準じて抗原液を

調製した．すなわち，ＲＨ株感染マウスの腹水からトキ

ソプラズマ虫体を分離し，リン酸緩衝生理食塩液で遠心

洗糠した後，沈殿した虫体に10倍量の蒸留水を加えて，

低温で一夜抽出した．抽出の後，６０，０００×９，３０分間遠

心し，上清を採取して等量のトリスー塩酸緩衝液（ｐＨ

8.0,1＝0.02）を加え，抗原液とした．

３．抗体稀釈に用いた緩衝液

調べたいｐＨに応じて，0.1Ｍ蟻酸-水酸化カリウム

(ｐＨ3.2)，0.1Ｍコハク酸-水酸化カリウム（ｐＨ４．０～

6.0)，0.1ＭＮａ２ＨＰＯ４－ＮａＨ２ＰＯ４（ｐＨ6.2～7.5)，

0.1Ｍトリスー塩酸または0.2Ｍアミノメチルプロパノ

ールー塩酸(ｐＨ８．０～8.5)，0.1MNa2B407-H3BO4(ｐＨ

9.0）およびO1MNaHCO3-Na2CO3（ｐＨ10.0）を用

いた．

４．抗原感作に用いた緩衝液

調べたいｐＨに応じて，上記の抗体稀釈用緩衝液をそ

れぞれＩ＝０．０１になるように稀釈して用いた．イオン

強度だけを変える場合には塩化ナトリウムを加えて調製

した．

５．抗原感作ラテックス懸濁液の作製

購入したラテックス粒子懸濁液を4,000rpm，２０分間

（６８）
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＊：Scoreofagglutinationpattern

ずつ抗原感作用緩衝液で２回遠心洗糠して，同じ緩衝液

に２％(w/v)になるよう懸濁した．これに等量の抗原液

を加え，温度は３７Ｃと一定にし，時間，ｐＨ，イオン強

度および抗原濃度を変えて，感作した．次いで，感作に

用いたと同じ緩衝液で２回遠心洗糠して余剰のトキソプ

ラズマ抗原を除去し，同じ緩衝液（0.5％ｗ/ｖ牛血清ア

ルブミン添加）にラテックス粒子が0.1％（ｗ/v）になる

よう懸濁した．

６．抗原蛋白の定量

牛血清アルブミンを標準にしたWebster（1970)の方

法により，280nｍにおける吸光度から算出した．

agglutinationtest．

７．抗トキソプラズマ血清

感作条件などの検定にはＬｅｗｉｓａｎｄＫｅｓｓｅｌ（1961）

法による血球凝集反応の抗体価がそれぞれく１：３２

(Ｎｏ．260)，１：１２８（Nos、125,332,510)，１：５１２

(Nos、391,487)，１：２０４８（Nos、458,504)，１：

8192（Ｎｏ．541）のヒト血清９ロットを用いた．

８．マイクロタイター法の術式

Sever（1962）の方法に準じて実施した．ダイリュー

ターおよびドロッパーは0.025ｍＺ用を，反応板はデイ

スポーザブルＵ字型トレイ(栄研器材)を使用した．トレ

イの穴に抗体稀釈用緩衝液0.025ｍZずつを入れ，ダイリ

(６９〉
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lncubationbufIer：Tris-HClbuffer，ｐＨ８．０，１＝().O1

TozqP“sﾉﾌzaantlgenonsensitizedlatex：４０／29/ｍｇ

１－ターで血清を２倍から2048倍まで２倍系列で稀釈の２．感作条件

後，トキソプラズマ抗原感作ラッテクス懸濁液を0.025ｍＺ１）感作時間

ずつ1ミロッパーで加え，トレイを軽く振鎧の後，一夜静抗原感作用緩衝液のｐＨを8.0（Ｉ＝0.01）に一定し

置して反応像を判定した.抗体価はFig.１に示す判定規て，好適感作時間を検討した．感作時間を５分から120

準によって，１以上の凝集を示した最高稀釈倍数とした．分まで５段階にして感作したところ，ラテックス１ｍｇ

当りの抗原蛋白結合量は５分間で30.9〃９，２０分以上で

成績は約40/`ｇとなり平衡に達した．抗体価について見ると

５分感作で血清Ｎｏ．541は１：２５６を示し，感作時間を
１．抗体稀釈液のｐＨ

延長しても変化はなく，また，血清No.260は全く陰`性
感作条件などの検討の指標とする抗原抗体反応による

のままであった（Table２)．
凝集が正しく行なわれる条件を見付けるために，抗体稀

２）感作時のｐＨ
釈液の好適ｐＨを調べた．すなわち，ｐＨ3.2からｐＨ１０

抗原液の抗原蛋白濃度を1.78ｍｇ/mJとし,感作時間を
まで９段階に変えた緩衝液で血清を稀釈し，ｐＨ８．０，１

４０分として，感作用緩衝液のｐＨを３．２から１０まで変
＝０．０１の条件でラテックス１ｍｇ当り40βgの抗原蛋白を

えて感作を行なったところ，Ｔａｂｌｅ３に示す如く，ラテ
結合させたラテックス粒子懸濁液によりラテックス凝集

ツクス１ｍｇ当りの結合抗原蛋白量はｐＨ３．２において
反応を行なった．その結果，Ｔａｂｌｅｌに示す如く，ｐＨ３．２

は23.3〆ｇと少なかったが，ｐＨ４．０からｐＨ１０の範囲
からｐＨ６．６の間では非特異凝集が見られ，またｐＨｌＯで

では35-40/』ｇとほぼ一定の値であった．一方，各ｐＨ
は凝集の抑制が認められた．ｐＨ７．０からｐＨ９．０の範囲

で感作したラテックス懸濁液によって血清No.541の抗

においては，免疫学的に正常な凝集反応が認められ，抗体価を求めたところ，ｐＨ７．０からｐＨ１０の範囲で感作
体価も同一であった．この結果にもとづき，以後の実験

したラテックスでは１：256と一定であったが，ｐＨ６．３

はｐＨ８．０の0.1Ｍトリスー塩酸緩衝液または，0.2Ｍ以下で感作したラテックスでは感作ｐＨの下降とともに
アミノメチルプロパノールー塩酸緩衝液で血清を稀釈す抗体価が下降した．この抗体価の下降がトキソプラズマ
ることとした．抗原の失活による可能性があるので，次にそれを調べ

(７０）
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Table2Relationsbetweensensitizingtime，amountof

antigenboundtolatexparticlesandLAtiter
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antlgenperunit

latexparticleweight
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Ｔｏ工OP肱smaantigenconcentrationinincubationbuffer：１．８６ｍｇ/ml

lncubationbuffer：Tris-HClbuffer，ｐＨ８．０，１＝０.O1

1ncubationtemperature：３７C

Diluentbuffer：０．１ＭＴｒｉｓ－ＨＣｌｂｕＨｅｒ，ｐＨ８．０
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Toz｡ｐｍｓ"zaantigenconcentrationinincubationbuHer：１．７８ｍｇ/ml

Incubation：３７Ｃ，４０min

Diluentbuffer：０．２Maminomethylpropanol-HClbuHer，ｐＨ８．０．

（７１）
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Table4EHectofpHofincubationbufferonstabilityoffreeToz〃ｍｓ"zaantigen

ＦｒｅｅＴｂｊｍＰｍｓ?"αantigenforinhibition

（βｇｐｅｒｑＯ２５ｍｌ）

２．１９１．０９０．５５０．２７０．１４

pHofincubation
buffer

Ｃｏｍｍｅｎｔｓ

ReciprocalLAtiters

ｃ
ｃ

〈
ｎ
行
、

・
１
。
Ｉ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ

匪
匙
過
通
過
俎
租
租
西

、
二
、
▲
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｓ
Ｓ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

』
》
Ｄ
ユ
Ｄ
▲
Ｄ
△
、
△
Ｄ
△
、
」
Ｄ
△

ｍ
ｍ
Ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
Ｓ
ｓ
Ｓ

ｎ
、

２
２
６
６
２
６
６
６
６

１
１
５
５
３
１
１
１
１

５
５
２
２

ン
ン

２
２
６
６
４
４
４
４
４

１
１
５
５
６
６
６
６
６

５
５
２
２

ン
ン

２
２
６
６
８
８
８
８
８

１
１
５
５
２
２
２
２
２

５
５
２
２
１
１
１
１
１

ン
ン

２
０
８
５
３
０
０
０
０

●
●
●
●
●
●
■
●
●

３
４
４
５
６
７
８
９
０
１

２
２
６
８
６
８
８
８
８

１
１
５
２
１

５
５
２
１

ン
ン

２
２
６
６
６
６
６
６
６

１
１
５
５
５
５
５
５
５

５
５
２
２
２
２
２
２
２

ン
ン

Control（０ｔｉｍｅ） 6４８ 1６ 128 256

IncubationoffreeTo工ｏＰｍｓ"zaantigen：３７Ｃ，４０

TbzqPmsl"αantigensensitizedlatex：３７．６，ug/mg
Diluentbuffer：O2Maminomethylpropanol-HCl

Anti-TojmPms"zaserum：Ｎｏ．５４１

Inln

buffer，ｐＨ８．０

では抗原過剰による抗体価の下降，一方，１０'９以下で

は抗体過剰現象が認められ，2.2肥以下では凝集が起き

なかった．

３．ラテックス凝集反応試薬の安定性

上述の検討結果から，抗原液の抗原蛋白濃度１８

ｍｇ/ｍＬ感作用緩衝液0.2Ｍ塩化アンモニウムーアンモ

ニア緩衝液（ｐＨ8.0)，感作時間60分を好適感作条件と

して選び，これによって作製したラテックス凝集反応試

薬マイクロタイタ－用のロット差，保存性および被検血

清の非働化処理の影響を調べた．

１）ロット差

同じ方法で作製した９ロットの試薬から無作為に３

ロット（Nos、005,008,010）を選びヒト血清121例に

ついてそれぞれラテックス凝集反応を行ない抗体価を比

較した結果，Fig.２に示す如く，各ロット間の一致率は

高かった．すなわち，LotNoOO5と008との比較におい

ては，一致例が8１（66.9％)，不一致の内±１穴（２倍

稀釈）差が38例（31.4％）で，±２穴差は２例（1.7％）

のみであった．Ｎｏ．００５と０１０の場合には，一致98例

(81.0％)，±１穴差が22例（18.2％)，±２穴差は１例

(0.8％）のみであった．

２）保存性

試薬を製造直後から20カ月後まで，５Ｃに保存し，ヒ

ト血清９ロットに対する抗体価を経日的に調べたとこ

ろ，Ｔａｂｌｅ７に示す如く，抗体価の変動は認められなか

た．

３）各種ｐＨにおけるトキソプラズマ抗原の安定性

各種ｐＨの感作用緩衝液中に0.14～2.19’g／０．０２５

ｍＺのトキソプラズマ抗原を加え，３７Ｃに４０分間静置

した後に凝集阻止反応を行ない，凝集阻止の程度によっ

て抗原の安定性を比較した．

ｐＨ3.2および4.0では非特異凝集のために比較が出来

なかったが，Ｔａｂｌｅ４に示す如く，ｐＨ4.8で処理した

抗原は，2.19βg/0.025ｍＺでも阻害反応を全く示さず，

抗原は完全に失活していたｐＨ5.5およびｐＨ6.3で処

理した抗原にも明らかな阻害活性の低下が認められた．

ｐＨ７．０からｐＨｌＯの範囲で処理した抗原は対照と同等

の阻害活性を示し，トキソプラズマ抗原はこの範囲で可

成り安定なことが認められた(Table４)．

４）感作時のイオン強度

抗原感作用緩衝液（ｐＨ8.0）のイオン強度（１）だ

けを0.01から０．５の範囲で４段階に変えて感作したとこ

ろ，感作抗原蛋白量は一定であり，また，それによっ

てラテックス凝集反応試験を行なったところ抗体価にも

差がなかった（Table５)．

５）感作時の抗原濃度

感作時に緩衝液中の抗原濃度を変えると，結合した抗

原蛋白量はＴａｂｌｅ６に示す如く変化した．抗原蛋白結

合量と抗体価の関係を見ると，ラテックス１ｍｇ当り

22.4"ｇから37.6/１９で至適抗体価が得られたが，49.3’９

（７２）
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Table5Relationsbetweensensitizingionicstrength，binding

ofantigentolatexparticleｓａｎｄＬＡｔｅｓｔｒｅｓｕｌｔｓ

BoundTo工oのｍｓ７"α
ａｎtigenperumt
latexparticle

weight
（βg/Ing）

ReciprocalLAtiters
lonic

strength
ＳｅｒｕｍＮｏ． Titer

０．０１

０．０５

０１０

０．５０

3７．５

３７．０

３７．７

３７．７

０
１
０
１
０
１
０
１

６
４
６
４
６
４
６
４

２
５
２
５
２
５
２
５

０
６
０
６
０
６
０
６

５
５
５
５

２
２
２
２

Ｔｏ工OPms"zaantigenconcentrationinincubationbuf(ｅｒ：１．９２ｍｇ/ml

Diluentbuffer：０．２Maminomethylpropanol-HClbuffer，ｐＨ８．０

Incubation：３７Ｃ，４０min

lncubationbuffer：Tris-HclbuHer，ｐＨ８．０

Table6ResultsofLApatternsandtitersusinglatexparticlessensitized

withvariousamountsofTojr”〃s"zaantigen

Sensitized

TbjmpZasma
antlgenper
unitlatex

particle
weight
（/』g/ｍg）

Tbjmpms'"α
ａｎｔｉｇｅｎ
ｃｏｎｃ．

（Ing/rnl）

Reciprocalserumdilution Reciplocal
titer

Ｓｅｒｕｍ

Ｎｏ．
２４８１６３２６４１２８２５６５１２１，０２４２，０４８

５
●

０
０
１
０
１
２
０
１
２
０
１
１
０
０
１
０
０
０
０
０
０

５
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
２
８
０
４
６
０
４
６
０
４
４
０
６
２
０
０
０
０
０
０

３
２
６
５
６
５
６
２
１
１

１
２

２
０

５
１

０
８
１
０
８
１
０
８
１
０
８
１
０
８
１
０
８
１
０
８
１

６
５
４
６
５
４
６
５
４
６
５
４
６
５
４
６
５
４
６
５
４

２
４
５
２
４
５
２
４
５
２
４
５
２
４
５
２
４
５
２
４
５

０
３
３
０
３
３
０
３
３
０
２
２
０
１
１
０
０
０
０
０
０

０
３
３
０
３
３
０
３
３
０
２
２
０
１
１
０
０
０
０
０
０

０
２
３
０
２
３
０
２
３
０
２
２
０
１
１
０
０
０
０
０
０

０
２
２
０
２
２
０
２
２
０
２
２
０
１
１
０
０
０
０
０
０

５
■

０
１
２
０
１
２
０
１
２
０
１
１
０
０
１
０
０
０
０
０
０

０
０
１
０
０
１
０
０
１
０
０
２
０
０
１
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
１
０
０
１
０
０
２
０
０
２
０
０
０
０
０
０

５
５

●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
１
０
０
０
０
０
０

５
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３．５６ 4９．３

１．７８ 3７．６

０．８９ 2２．４

0．４５ 1０．３

０．２２ ４．５

０．１１ ２．２

０．０６ １．３

Incubationbuffer：Tris-HClbuffer，ｐＨ８．０，１＝０．０１

１ncubation：３７Ｃ，４０ｍｉｎ

Ｄｉｌｕｅｎｔｂｕｆｆｅｒ：０．２Maminomethylpropanol-HClbuffer，ｐＨ８．０

（７３）
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Ｔａｂｌｅ７ＥＨｅｃｔｓｏｆｓｔｏｒａｇｅａｔ５Ｃｏｆｔｈｅreagentonserumtiters

ReciprocalLAtitersofsera

SerumNo． Periods（months）ofstorageofthereagent

０ ５ 1０ 1６ 2０２ 1３

０
８
６
２
４
８
６
２
４

１
３
６
２
５
１
２

１
２
５
０
１

０
８
６
２
４
６
６
２
８

１
３
６
５
５
１
４

２
２
５
０
２

０
８
６
２
４
８
６
２
４

１
３
６
２
５
１
２

１
２
５
０
１

０
６
６
４
４
８
２
２
４

１
１
６
６
２
１
１
２

１
５
５
０
１

０

１６

３２

３２

１２８

２５６

512

1024

2048

０
６
６
２
４
８
６
２
４

１
１
３
６
２
５
１
２

１
２
５
０
１

０
６
２
４
８
６
６
２
４

１
３
６
２
５
５
１
２

１
２
２
５
０
１

０
５
２
１
７
４
１
６
７

６
２
３
９
８
０
４
１
３

２
１
３
３
４
５
５
８
９

つた．

３）被検血清非働化の影響

ヒト血清220例について，非働化(56Ｃ,30分）の前と

後とのラテックス凝集反応抗体価を比較した．Fig.３に

示す如く,処理前後の抗体価は198例（90.0％）において

一致し，±１穴差は21例（9.5％)，±２穴差は1例（０．５

％）のみであり，本法には非働化の必要はないと判断さ

れた．

考察

リューマチ因子測定用のヒト７－グロブリン感作ラテッ

クスの調製および抗体稀釈には７－グロブリンの等電点

／

／

’
'

4096
／

／／／

／§/；/}／
／/／
／2131/

／／’８／／／

／;１８/,/／
,//／

／／４１５１／
／／／

／／／７／;／’
//2/／
２０１／
／、／了．

1024

Ｃ
［
Ｃ
ご
巨
一
①
曰

256

6４

６
６

６
４

１
１

９
２

く
０

０

４
１

ｍ
角
①
］
一
』
く
昌
一
⑤
Ｕ
○
階
二
一
○
①
四

／／
／ｌグ

ノ／／

／／／３'1／／

/／１３１／／

／

，／／／
,／2/'/

／３／５，)／
/713／
／／／

1／512/

、／／／／／
1/9132／
///／
／492/
//／
／62/

／／／／
１３／
/／
1９／

６
４

６
４

６
６

９
２

５
６

１
１

０
０

２
４

１
く

口
（
）
垣
呵
シ
ー
ゼ
⑰
臣
－
９
５
』
①
二
⑪
，
５
－
垣
く
目
一
石
Ｕ
Ｐ
ａ
－
５
“

'

／

’

'

//／

／;/:/l/;／
／//

／

／／’／４'３／
／/3／/

’

’

／／５ノリ/／グ

ク

Ⅲ／２）,／
ｌ６４Ｌ／

256

囚
つ
つ
。
臣
一
○
］

6４

１６

＜１６

＜１６１６６４２５６１０２４４０９６

ReciprocalLAtiters

Lotno、００５

Fig2TitersobtainedbythreediHerｅｎｔ
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ReciprocalLAtitersafterinactivation

Fig3Effectofinactivationtreatment（５６

Ｃ，３０ｍｍ）ｏｆ２２０ｓｅｒａｏｎｔｈｅｉｒｔｉｔｅｒｓ．

(７４）
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やラテックス粒子の安定性から，ｐＨ８以上，主として

ｐＨ８．２の緩衝液が使われている（SingerandPlotz，

1956；OreskesandSinger，1964)．Bozd§ｃｈａｎｄＪｉｒａ

(1961）はトキソプラズマラテックス凝集反応にもｐＨ

8.2の緩衝液を使用したが，LundeandJacobs（1967）

は血清の稀釈に生理食塩液を用い，緩衝液の必要はない

とした．著者らが作製したトキソプラズマラテックス凝

集反応マイクロタイタ－用試薬は，抗体稀釈に用いる緩

衝液のｐＨが7.0から９．０の範囲が好適であり，抗原感

作には抗原を失活させないためにｐＨ７．０からｐＨ10.0

の範囲が望ましい条件であった．

ラテックス粒子にトキソプラズマ抗原を感作する際の

至適温度と至適時間を，BozdechandJira(1961)は

37Ｃ，２時間とし，LundeandJacobs（1967）は４～

５Ｃ，７２時間としている．反応液中のトキソプラズマ抗

原濃度やラテックス粒子の径が違うと，抗原感作の至適

条件が異なると考えられるが，径0.9βｍの粒子を用い，

抗原液の抗原蛋白濃度を０．８９から1.78ｍｇ/ｍＺ近辺にし

た今回の場合は，ｐＨ８．０の緩衝液中で３７C，４０ないし

120分間を好適条件として選ぶことにした．

ラテックス粒子への好適抗原感作量は，赤血球凝集

反応におけるグラム陰`性菌リポポリサッカライド感作

(LiideritzeZaZ，1958）あるいはヒトの７－グロブリン

やアルブミン感作（Shioiri，1964）の場合にくらべて，

可成り狭い範囲（ラテックス１ｍｇ当り10.3～49.3肥）

に限局された．

抗原液の抗原蛋白濃度1.8ｍｇ/ｍ/,感作用緩衝液のｐＨ

を8.0とし,３７Ｃ，６０分感作という条件で作製したラテッ

クス凝集反応試薬は,ロット差がほとんど認められず,冷

蔵庫保存で少なくとも20カ月間は活性の低下を示さず，

キット製品として必要な安定性にすぐれていることが認

められ，また，ラテックス粒子を抗原の担体とした本法

は，非特異抗体の吸収が不要なだけでなく，血清の非働

化も必要なく，色素試験あるいは血球凝集反応試験にく

らべて，煩雑な操作を省略出来る利点があるといえよ

う．第２報（坪田ら，１９７７ａ）および第３報（坪田ら，

(1977ｂ）に述べるが，この試薬によるトキソプラズマ

ラテックス凝集反応と既存の診断法との間に高い一致率

が得られている．

わる諸条件と作製した試薬の安定`性について述べた．

１．予め検討して径0.9,ｕｍのラテックス粒子を使用

し，ＲＨ株虫体の蒸留水抽出抗原を感作した，凝集反応

はＵ字型トレイを用い，抗体稀釈液０．０２５，Ｊに抗原感

作ラテックス懸濁液0.025ｍＺを加え，一夜静置後判定し

た．

２．感作条件検討の指標とする抗原抗体反応による凝

集が正しく行なわれる抗体稀釈用緩衝液のｐＨを調べ

たところ，ｐＨ7.0から9.0の範囲が好適であった．

３．ｐＨ８．０，３７Ｃにおける好適感作時間は２０分以上

であった．

４．感作時間を４０分にし，３７Ｃにおける抗原感作用

緩衝液の好適ｐＨはｐＨ7.0から10.0の範囲であった．

低いｐＨでは抗原が失活した．

５．イオン強度はＩ＝０．０１から0.5の間では抗原感作

に影響しなかった．

６．感作抗原量はラテックス１ｍｇ当り22ないし40αｇ

前後が好適であった．

７．抗原蛋白濃度1.8ｍｇ/ｍＺの抗原液を使用し，感

作用緩衝液のｐＨを８．０，感作時間60分,感作温度３７Ｃ

を好適条件として作製した試薬について調べたところ，

ロット差はほとんどなく，５Ｃで少なくとも20カ月は安

定であった．

８．人血清220例につき５６Ｃ,３０分の非働化を行ない，

その前後の抗体価を比較したところ，ほとんど一致し，

本法では非働化の必要がないことを示した．
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ＮｏＢｕＹｕＫＩＴＳＵＢＯＴＡ

(＆sea"hLa6omZory，Ｅ此〃Ｃﾉie〃ＣａＺＣＯ.，ＬＭ，H7gas/ji-W"ﾉＭｕｊａ，

ＫａＺＳｚＭ伽，Ｔｏｊｂ'０Ｚ2千，JtJPα"）

ＡＮＤ

ＨＩＫＡＲｕＯＺＡＷＡ
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ＴＭＣＡ〃U7ziue耐Ｚｙ,比"`αｉ980,〃Pα"）

Inordertodevelopareagentforserologicaldiagnosisoftoxoplasmosisasensitizedlatex

forthemicrotiteragglutinationtestwasprepared，ｗｈｉｃｈｗａｓｐｒｏｖｅｄｔｏｂｅｕｓｅｆｕｌａｓａｈｉｇhly

specific，sensitiveandstableimmunotitrationreagent・Studiesonthepreparativeconditions

andstabilityofthereagentaredescribedinthispaper、

１）Ontopolystyrenelatexparticlesoｆ０．９，（zmindiameterwasadsorbedtheantigen

consistingofawater-lysateofTojmPms"zａ（RHstrain）byaddingalatexsuspensiontoanequal

volumeofdilutedantigensolutionandbyincubatingthemixtureat37Cundervariouscondi‐
tions、

２）ＴｈｅｏｐｔｉｍｕｍｐＨｒａｎｇｅｏｆｔｈｅｂｕｆｆｅｒｓｏlutionusedforserumdilutionfortheassay

ofsensitizedlatexpreparationswasbetween７．０ａｎｄ９．０（Tableｌ)．

３）Thetimerequiredforantigensensiｔｉｚａｔｉｏｎｗａｓ２０ｍｉｎｏｒｍｏｒｅｉｎａｂｕｆｆｅｒｓｏｌｕｔｉｏｎ

ａｔｐＨ８０ａｔ３７Ｃ（Table２)．

４）TheoptimumpHrangeforantigensensitizatiｏｎｂｙｉｎｃｕｂａｔｉｏｎａｔ３７Ｃｆｏｒ４０ｍｉｎ

ｗａｓ7.0-10.0（Table３)．TheantigenwasmactivatedatlowpH（Table４)．

５）IonicstrengthofthebuffersolutionhadnoinHuenceonantigensensitizationfrom

I＝0.01ｔｏ0.5（Table５)．

６）Theoptimumquantityofantigenadsorbedonlatexparticlesforproperagglutination

wasapproximatelｙ２０ｔｏ４０βｇｐｅｒｍｇｏｆｌａｔｅｘ（Table６）

７）Comparisonofthreedifferentpreparationspreparedundertheidenticalconditions

(ｐＨ８．０，３７Ｃ，６０ｍin，L8mgantigen/ｍｌ）showedminimallot-to-lotvariationsasjudgedbythe

agglutinationtiｔｅｒｓｏｆｌ２１ｈｕｍａｎｓｅｒａ（Fig.２)．

８）Thereagentwasstableforatleasｔ２０ｍｏｎｔｈｓａｔ５Ｃ（Table７)．

９）Withthisreagenttheinactivationpretreatmentofserawasnotrequiredasshown

bythewellmatchedagglutinationtitersof220humanserabeforeandafterinactivationat

56Cfoｒ３０ｍｉｎ（Fig.３)．
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